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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
犯
罪
防
止
委
員
会
報
告
書
概
観

　
（
一
九
九
一
年
）

坂

田

仁

90

　
一
九
九
叫
年
中
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
犯
罪
防
止
委
員
会
か
ら
筆
者
の
手

元
に
送
付
さ
れ
て
き
た
資
料
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
犯
罪
防
止
委
員
会

及
び
ス
ベ
リ
教
授
も
含
め
関
係
者
の
方
々
の
ご
好
意
に
感
謝
し
つ
つ
、
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

下
そ
の
大
要
を
紹
介
し
た
い
。

　
一
。
ω
霞
量
一
酵
0
9
目
9
鼠
旨
（
”
〈
℃
9
霞
い
●
目
鶏
0
①
器
）
u
閃
費
箸
o
旨

　
　
一
8
ご
一
（
児
童
に
対
す
る
性
犯
罪
）

　
ド
閃
毬
巴
導
ま
冠
酵
0
9
（
話
亀
。
薯
O
仁
邑
一
寅
≦
篤
冒
民
）
u
閃
”
箸
o
旨

　
　
一
〇
〇
け
N
（
犯
罪
に
対
す
る
恐
れ
）

　
ω
●
ω
。
。
巨
騨
質
。
び
一
①
β
再
。
9
。
9
け
蔓
。
q
讐
9
（
鷺
℃
Φ
吋
－
○
一
。
隔
犀

　
　
≦
一
駐
貫
α
ヨ
）
閃
昌
冨
旨
這
曽
“
㎝
（
社
会
問
題
、
犯
罪
及
び
平
穏
）

　
介
】
W
3
9
警
薯
Φ
。
匹
汐
o
q
①
づ
一
8
0
（
話
傷
●
薯
『
き
＞
包
ぴ
Φ
凝
）
℃
閃
碧
－

　
　
宕
詳
お
竃
”
①
（
犯
罪
の
趨
勢
、
一
九
九
〇
年
）

　
㎝
●
q
箸
ま
一
甘
ぎ
の
薯
ゆ
一
㌣
轟
議
g
一
ω
ε
。
犀
ゲ
o
一
ヨ
の
一
ぎ
堕
U
Φ
一
一
1
ω

　
　
（
ミ
『
霞
昌
留
3
⑦
。
臨
）
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
州
に
お
け
る
一
二
条
保

　
　
護
の
追
跡
）

以
上
の
う
ち
5
は
、
昨
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
に
短
期
滞
在
し
た
際

に
入
手
し
た
い
ず
れ
も
謄
写
版
刷
り
の
資
料
で
あ
る
。

1
　
児
童
に
対
す
る
性
犯
罪
閃
碧
言
詳
一
8
冒
ど

　
ω
Φ
一
囚
β
即
一
ぴ
吋
〇
一
げ
同
P
O
げ
げ
勉
曽
5
（
鋼
＜
℃
①
ぴ
①
吋
一
『
●
旨
即
吋
ぴ
①
口
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
本
報
告
書
は
い
わ
ゆ
る
児
童
虐
待
に
関
す
る
一
連
の
調
査
・
研
究
の
一

部
で
あ
る
．
児
童
虐
待
に
関
し
て
は
、
既
に
文
献
研
究
（
壁
薯
。
旨
る
o。
曾

（
3
）

一
）
、
公
式
統
計
の
分
析
（
吋
碧
冨
旨
一
〇
〇
。
①
師
旨
）
、
行
為
状
況
の
分
析
（
蚕
｝

竃
旨
這
8
“
o
。
）
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
の
状
況
の
実
態
調
査
（
蚕
箸
。
二



スウェーデン犯罪防止委員会報告書概観（1991年）

一
8
9
9
勺
冒
這
8
”
ω
）
な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
報

告
は
行
為
者
の
分
析
で
あ
る
．

　
調
査
は
、
一
九
八
四
年
に
警
察
に
認
知
さ
れ
た
一
五
歳
未
満
の
者
を
被

害
者
と
す
る
す
べ
て
の
性
犯
罪
の
行
為
者
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
．
対
象
は
、

八
八
六
人
の
被
害
児
童
と
六
八
二
人
の
行
為
者
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
五
〇

八
人
の
特
定
さ
れ
た
被
疑
者
が
調
査
さ
れ
た
。

　
導
入
部
に
お
い
て
ま
ず
フ
ィ
ン
ケ
ル
ホ
ー
ル
の
仮
説
が
紹
介
さ
れ
る
。

児
童
へ
の
潜
在
的
な
性
犯
罪
者
は
、

　
一
、
そ
の
よ
う
な
動
機
付
を
も
ち
、

　
二
、
そ
の
動
機
の
阻
止
機
制
を
克
服
し
、

　
三
、
外
部
的
な
阻
止
状
況
を
克
服
し
、

　
四
、
被
害
児
童
の
反
抗
を
克
服
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
右
の
動
機
付
は
、

　
一
、
児
童
と
一
緒
に
い
る
こ
と
に
よ
り
児
童
と
感
情
的
に
交
流
し
．

　
二
、
児
童
に
性
的
誘
惑
を
感
じ
，

　
三
、
成
人
の
異
性
と
深
い
、
継
続
的
な
関
係
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
阻

　
　
害
さ
れ
．

　
四
、
内
的
な
阻
止
機
制
が
破
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
。

　
児
童
へ
の
性
愛
は
精
神
医
学
の
用
語
で
ペ
ド
フ
ィ
リ
ア
と
表
現
さ
れ
る

が
、
こ
れ
に
は
性
的
逸
脱
者
に
よ
る
も
の
と
行
為
の
状
況
に
規
定
さ
れ
る

も
の
の
二
種
が
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
影
響
す
る
も
の
は
、
生
物
学
的
要

因
、
成
育
状
況
、
被
害
経
験
に
よ
る
外
傷
体
験
、
学
習
の
四
要
因
で
あ
る

第1図　ペドフィリアと性的攻撃の関係

難響㌍あるr未知の児童

成
人
、

既知の児童

未
知
の
成
人
、

鵬霧れた∠＿家族内事件

Rapport1991：1，p．20，Fig．2．

少
年
（
二
〇
歳
未
満
）

　
（
第
一
表
）
。

と
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ

り
ペ
ド
フ
ィ
リ
ア
と
し
て
の
ア

イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
成
立
す

る
。
か
く
て
、
こ
の
二
種
類
の

ペ
ド
フ
ィ
リ
ア
と
児
童
へ
の
性

的
攻
撃
と
は
第
一
図
の
関
係
に

立
つ
。

　
以
上
は
い
わ
ぽ
仮
説
の
紹
介

で
あ
り
、
著
者
は
更
に
実
態
調

査
の
結
果
を
提
示
す
る
．

　
行
為
者
は
、
父
親
、
既
知
の

　
　
に
四
分
類
さ
れ
た
。
こ
れ

力
調
査
対
象
を
構
成
す
る

　
報
告
書
は
、
以
下
行
為
者
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
．

　
性
別
は
九
八
％
が
男
性
で
、
こ
れ
は
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
．
外

国
人
の
率
は
一
五
％
で
あ
る
。
少
年
の
場
合
を
除
き
大
多
数
は
婚
姻
（
同

棲
を
含
む
）
関
係
に
あ
る
。

　
▽
　
父
親
の
場
合

　
初
回
の
行
為
の
際
の
年
齢
は
平
均
三
七
歳
で
あ
る
。
大
多
数
は
職
に
就

き
、
婚
姻
関
係
に
あ
る
．
約
三
分
の
一
が
社
会
的
、
心
理
的
、
ア
ル
コ
ー

ル
に
つ
い
て
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
半
数
は
社
会
福
祉
委
員
会
か
ら

警
察
に
届
出
さ
れ
て
い
る
．
多
重
問
題
家
族
で
あ
る
．

　
▽
　
既
知
の
成
人
の
場
合

91
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　　　第1表　児童に対する性犯罪の状況に対応する

　　　　　　届出られた行為者と特定された被害者

性犯罪の状況　届出られた　　特定された　特定率（％）

　　　　　　　行為者　　　被害者

被害児童の父　194　28．4％　194　38．2％　　100

既知の成人　　123　18．0％　120　23。6％　　100

未知の成人　　267　39．2％　120　23．6％　　　45

少年　　9814．4％7414．6％　74
合計　 682100。0％508100．0％　74

Rapport1991：1，p．23，Tab．1．

　
初
回
の
行
為
の
際
の
年
齢
は
平
均
四
七
歳
で
あ
り
、
大
多
数
は
何
ら
か

の
職
に
就
い
て
い
る
が
．
年
金
生
活
者
も
比
較
的
多
く
、
約
半
数
は
単
身

で
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
．
社
会
的
問
題
が
一
番
小
さ
い
。

こ
の
半
数
は
被
害
者
の
叔
父
か
被
害
者
を
よ
く
知
っ
て
い
る
知
人
で
あ
る
．

　
▽
　
未
知
の
成
人
の
場
合

　
警
察
が
検
挙
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
が
、
判
明
し
た
者
の
年
齢
は
四
〇

歳
と
四
五
歳
の
問
で
有
職
、
年
金
生
活
老
も
多
い
．
自
宅
居
住
者
が
三
分

の
一
以
上
で
あ
る
。
父
親
の
場
合
に
次
い
で
社
会
的
、
心
理
的
、
ア
ル
コ

ー
ル
の
各
問
題
が
大
き
い
。
ま
た
警
察
に
知
ら
れ
て
お
り
．
犯
罪
歴
の
点

で
の
負
因
が
一
番
大
き
い
。
犯
罪
歴
の
内
容
は
性
犯
罪
と
そ
れ
以
外
の
人

身
犯
罪
で
あ
る
。

　
▽
　
少
年
の
場
合

　
初
回
の
行
為
の
際
の
年
齢
は
平
均
一
七
歳
で
あ
る
。
外
国
人
の
比
率
が

最
大
で
あ
る
。
両
親
と
同
居
し
て
い
る
者
が
半
数
を
越
す
が
、
単
身
生
活

者
、
施
設
居
住
も
い
る
。
失
業
状
態
に
あ
る
老
が
一
〇
％
余
、
学
生
が
半

数
で
あ
る
。
約
四
分
の
一
は
何
ら
か
の
問
題
を
社
会
的
、
心
理
的
に
抱
え

て
い
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
は
比
較
的
小
さ
い
。
犯
罪
歴
の
点
で
は
、

性
犯
罪
よ
り
も
財
産
犯
、
交
通
犯
罪
の
前
歴
が
多
い
。

　
以
上
を
著
者
は
三
個
の
問
題
に
分
け
て
ま
と
め
て
い
る
。
被
疑
者
の
選

択
過
程
、
少
年
被
疑
者
の
犯
罪
性
、
及
び
、
児
童
に
対
す
る
性
犯
罪
者
の

単
一
犯
罪
性
傾
向
で
あ
る
。

　
被
疑
者
の
選
択
過
程
で
は
「
父
親
」
が
通
常
社
会
福
祉
委
員
会
か
ら
の

警
察
へ
の
届
出
に
よ
る
た
め
、
情
報
が
詳
細
で
あ
り
、
ま
た
、
犯
罪
の
内

容
も
重
い
も
の
に
な
っ
て
い
て
、
処
理
も
困
難
で
あ
る
が
、
一
方
「
未
知

の
成
人
」
の
場
合
は
，
軽
度
の
犯
罪
が
多
く
．
届
出
は
通
常
両
親
が
行
い
、

誇
張
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
行
為
者
の
半
数
を
警
察
は
確
認
し
て
い

な
い
。
確
認
さ
れ
た
行
為
者
で
み
る
と
、
犯
罪
歴
の
あ
る
老
が
多
い
。
警

察
の
検
挙
は
犯
罪
歴
の
あ
る
者
の
捜
査
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。

　
少
年
犯
罪
者
の
犯
罪
性
で
は
、
少
年
少
女
の
間
の
性
関
係
は
よ
く
あ
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
、
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
の
境
界
が
問
題
に
な
る
。
暴
力
を
ど
う
み
る
か
が
問
題
で
あ
る
．
そ
の

92
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極
端
な
も
の
が
強
姦
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
犯
罪
歴
で
み
る
と
、
性

犯
罪
の
前
歴
を
も
つ
者
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
財
産
犯
、
交
通
犯
罪
、
薬
物

犯
罪
で
あ
る
。
犯
罪
歴
の
数
は
驚
く
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

　
犯
罪
の
単
一
方
向
傾
向
で
は
、
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
単
一
方

向
傾
向
は
な
く
、
多
種
類
の
犯
罪
歴
が
示
さ
れ
て
い
る
．
ペ
ド
フ
ィ
リ
ア

と
判
定
さ
れ
る
者
は
、
全
体
の
五
％
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
性
犯
罪
の
前

歴
を
も
つ
者
は
八
％
で
あ
る
。
こ
の
者
は
犯
罪
性
の
大
き
い
者
で
あ
る
。

　
処
分
の
面
で
は
、
全
部
で
六
八
二
人
の
届
出
さ
れ
た
児
童
に
対
す
る
性

犯
罪
者
の
う
ち
、
五
〇
八
人
が
検
挙
さ
れ
、
二
〇
一
人
が
起
訴
さ
れ
、
一

七
九
人
が
有
罪
の
判
決
を
受
け
て
い
る
。
刑
罰
は
拘
禁
が
六
〇
％
で
あ
る
。

精
神
鑑
定
は
父
親
と
未
知
の
成
人
で
約
三
〇
％
の
事
件
で
実
施
さ
れ
て
い

る
が
．
数
は
多
く
な
い
。
精
神
鑑
定
を
受
け
た
者
の
多
数
は
異
常
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
比
率
は
父
親
と
未
知
の
成
人
で
大
き
い
。

n
　
犯
罪
へ
の
お
そ
れ
国
碧
宕
旨
一
8
ビ
鉾
図
匿
巴
導

　
ま
り
ぼ
0
9
（
『
a
・
ミ
O
§
巳
即
≦
涛
冒
邑
）

　
本
資
料
は
一
九
九
〇
年
の
春
犯
罪
防
止
委
員
会
の
広
報
部
が
主
催
し
た

標
題
に
つ
い
て
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
報
告
書
で
あ
る
。
こ
の
内
容
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

い
て
は
別
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
報
告
者
と
報
告
の
標
題
の

み
を
記
し
て
お
く
。

　
い
巴
寅
甲
①
守
巴
駐
（
司
法
大
臣
）
「
序
論
」

　
国
奉
良
薯
「
女
性
と
恐
怖
？
」

き
霧
霞
ヨ
＜
。
繋
一
「
不
穏
－
福
祉
問
題
の
ひ
と
つ
」

量
寄
甲
爵
Z
。
疑
一
毒
q
「
ニ
ュ
ー
ス
の
評
価
と
テ
レ
ビ
暴
力
」

》
琶
Φ
α
げ
日
導
「
犯
罪
と
恐
怖
－
恐
怖
の
心
理
学
」

零
暮
貰
げ
詔
α
冨
凝
「
我
々
の
危
険
経
験
に
影
響
す
る
も
の
」

諭
匿
気
留
毎
①
。
ざ
「
物
に
対
す
る
恐
怖
－
私
の
子
供
は
薬
物
乱
用
者

　
に
な
る
か
？
」

∪
導
○
罫
Φ
彦
「
い
じ
め
ら
れ
る
恐
怖
1
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら

　
の
救
い
」

皿
　
社
会
的
問
題
、
犯
罪
及
び
平
穏
閃
碧
言
詳
一
8
ビ

ρ
の
o
。
巨
餌
箕
。
三
①
β
酵
。
げ
♂
。
9
貫
養
讐
9
（
薯

　
勺
霞
－
○
一
〇
崩
国
●
譲
涛
の
訂
α
巨
）

　
本
資
料
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
郊
外
に
お
け
る
居
住
者
の
面
接
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
結
果
で
あ
る
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
を
な
し
て

い
る
。

　
調
査
は
犯
罪
防
止
委
員
会
の
委
託
に
基
づ
い
て
統
計
中
央
局
が
実
施
し

（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
。
対
象
地
域
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
周
辺
の
八
個
の
地
域
で
あ
り
、
調
査

対
象
者
は
二
〇
歳
か
ら
八
九
歳
ま
で
の
住
民
五
三
五
人
で
あ
る
。
回
答
率

の
状
況
か
ら
社
会
的
周
辺
層
が
代
表
さ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。

　
八
個
の
地
域
は
、
居
住
形
態
（
建
物
の
種
類
、
占
有
権
の
種
類
）
、
人

口
構
成
（
家
族
の
タ
イ
プ
、
社
会
経
済
的
地
位
、
問
題
所
帯
）
の
相
違
を

代
表
す
る
も
の
が
選
択
さ
れ
、
下
記
の
三
群
に
わ
け
ら
れ
た
。
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一
、
社
会
問
題
の
水
準
の
高
い
高
層
住
宅
地
域

　
二
、
社
会
問
題
の
水
準
の
低
い
高
層
住
宅
地
域

　
三
、
小
家
屋
の
多
い
住
宅
地
、
高
級
住
宅
地

　
こ
の
調
査
の
目
的
は
、
上
記
八
個
の
地
域
の
タ
イ
プ
の
相
違
と
下
記
の

三
点
で
の
相
違
の
関
連
を
み
る
と
こ
ろ
に
お
か
れ
て
い
る
。

　
一
、
様
々
な
社
会
的
問
題
の
発
生

　
二
、
犯
罪
の
発
生

　
三
、
自
分
の
居
住
場
所
の
平
穏

　
既
に
著
者
の
過
去
の
研
究
で
、
犯
罪
者
、
被
害
者
．
ロ
ー
カ
ル
な
犯
罪

（
行
為
者
の
居
住
す
る
近
隣
で
の
犯
罪
）
及
び
私
的
（
家
族
内
な
ど
）
な

犯
罪
は
同
一
の
居
住
地
域
で
多
発
し
て
お
り
、
そ
の
地
域
の
特
徴
は
公
営

の
高
層
住
宅
地
で
あ
る
。

　
居
住
形
態
か
ら
み
る
と
．
公
営
高
層
住
宅
に
は
子
持
ち
の
家
族
が
多
く
、

単
身
者
は
小
家
屋
地
域
に
多
い
。
公
営
、
私
営
の
賃
貸
住
宅
で
は
居
住
者

の
階
級
的
地
位
に
差
は
な
い
。
外
国
人
は
公
営
の
高
層
住
宅
に
多
い
。
ま

た
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
は
公
営
高
層
住
宅
に
多
い
。
公
営
高
層
住
宅

に
は
社
会
的
優
先
順
位
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
住
宅
の
不
足
か
ら
優
先

順
位
が
あ
っ
て
も
公
営
高
層
住
宅
か
ら
締
め
出
さ
れ
て
い
る
家
族
が
あ
る

と
さ
れ
る
。
犯
罪
経
歴
を
も
つ
者
が
ど
の
程
度
社
会
的
優
先
順
位
に
よ
っ

て
入
居
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
．

　
居
住
の
安
定
性
と
地
域
と
し
て
の
統
合
性
と
か
ら
み
る
と
、
小
家
屋
居

住
者
の
多
い
地
域
が
公
営
の
高
層
住
宅
地
域
よ
り
優
っ
て
い
る
。
公
営
の

高
層
住
宅
地
域
に
は
社
会
経
済
的
弱
者
が
、
小
住
宅
地
域
に
は
社
会
経
済

的
に
豊
か
な
層
が
居
住
し
て
い
る
。

　
社
会
的
間
題
に
対
す
る
居
住
者
の
と
ら
え
方
に
居
住
地
が
ど
の
よ
う
に

影
響
し
て
い
る
か
、
著
者
は
一
一
の
問
題
を
提
示
し
て
そ
の
相
違
を
見
て

い
る
．
地
域
の
清
潔
度
、
破
壊
度
、
少
年
ギ
ャ
ン
グ
の
喧
嘩
、
う
る
さ
い

児
童
、
酩
酊
者
、
罵
り
合
う
人
々
、
う
る
さ
い
隣
人
、
密
売
等
の
街
角
，

脅
さ
れ
る
児
童
．
及
び
、
脅
さ
れ
る
女
性
の
有
無
で
あ
る
．

　
そ
の
回
答
を
、
回
答
者
の
社
会
的
分
類
（
性
別
、
年
齢
、
社
会
経
済
的

地
位
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
の
接
触
．
移
住
者
）
及
び
調
査
対
象
地
域
（
八

箇
所
）
と
関
連
さ
せ
、
重
回
帰
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
社
会

的
分
類
は
居
住
地
域
の
相
違
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
解
消
さ
れ
、
性
別
と
年

齢
と
一
部
移
住
者
の
み
が
残
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
居
住
地
域
が
社
会

問
題
の
と
ら
え
方
に
大
き
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
と
さ
れ
る
。
そ
の
相
違
は
、
公
営
高
層
住
宅
地
域
と
そ
の
他
の
地
域
で

顕
著
で
あ
っ
た
。

　
次
に
窃
盗
及
び
人
身
犯
の
被
害
に
つ
い
て
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。
公

営
の
高
層
住
宅
の
居
住
者
は
明
ら
か
に
そ
の
他
の
地
域
の
居
住
者
よ
り
窃

盗
及
び
器
物
損
壊
の
被
害
を
多
く
受
け
て
い
る
。
社
会
問
題
の
と
ら
え
方

の
場
合
と
同
様
に
居
住
老
の
社
会
的
分
類
と
ク
p
ス
さ
せ
て
重
回
帰
分
析

し
た
結
果
で
は
、
窃
盗
で
女
性
（
性
別
）
、
窃
盗
と
器
物
損
壊
で
少
年
（
年

齢
）
．
重
大
な
人
身
犯
で
外
国
人
（
移
住
者
）
が
有
意
に
多
く
被
害
を
受

け
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
傾
向
は
居
住
者
の
相
違
を
考
慮
に
い
れ
て

も
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
居
住
地
域
の
夜
間
の
平
穏
に
関
し
て
は
、
公
営
の
高
層
住
宅
地
域
が
他
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の
地
域
よ
り
も
安
全
で
な
い
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
特
定
個
人
に
対
す
る

恐
怖
に
つ
い
て
は
、
地
域
間
の
相
違
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
居
住
者
の

社
会
的
分
類
に
よ
る
相
違
は
、
夜
間
の
平
穏
に
つ
い
て
女
性
、
外
国
人
に

認
め
ら
れ
、
特
定
個
人
へ
の
恐
怖
に
つ
い
て
女
性
、
少
年
、
外
国
人
に
つ

い
て
認
め
ら
れ
た
が
、
夜
間
の
平
穏
に
つ
い
て
の
外
国
人
の
場
合
を
除
い

て
、
居
住
地
域
の
相
違
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。

W
　
犯
罪
の
趨
勢
（
一
九
九
〇
年
）
閃
碧
宕
詳
一
8
ビ

　
O
」
W
周
9
＄
暮
＜
o
o
匹
一
長
Φ
ロ
一
8
0
（
吋
a
●
翠
q
幽
づ

　
》
匡
ぴ
霞
α
q
）

　
本
資
料
は
、
一
九
九
〇
年
の
犯
罪
の
趨
勢
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
．

昨
年
度
よ
り
従
来
載
せ
ら
れ
て
い
た
個
別
論
文
が
載
せ
ら
れ
な
く
な
っ
て
、

趨
勢
の
み
の
報
告
と
な
っ
て
い
る
。
報
告
の
ス
タ
イ
ル
は
従
来
と
変
わ
ら

な
い
。
概
観
（
霊
匿
U
。
ぎ
曾
）
、
人
身
犯
（
評
プ
9
亀
円
≦
騨
警
ま
目
）
、

性
犯
罪
（
竃
。
三
8
9
器
自
）
、
強
盗
（
頴
7
9
鼠
F
≦
幹
9
＆
目
）
、
侵

入
盗
（
『
導
＞
包
冨
葭
）
、
自
動
車
盗
（
『
導
卜
岳
訂
韻
）
、
詐
欺
（
『
き

＞
包
冨
夷
）
．
器
物
損
壊
（
竃
〇
三
ざ
○
誘
g
）
、
薬
物
犯
罪
（
＞
昏
弩
の
。
宣
邑
、

飲
酒
運
転
犯
罪
（
》
㎏
言
り
ω
o
一
舘
N
）
、
司
法
処
理
の
流
れ
（
田
冨
U
。
ぎ
雪
）
、

の
順
序
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
犯
罪
の
趨
勢
を
支
配
す
る
要
因

（
勺
霞
－
9
9
甲
≦
騨
警
＆
目
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
警
察
に
認
知
さ
れ
た
犯
罪
の
総
件
数
は
一
九
八
五
年
に
一
〇
〇
万
件
を

越
え
て
以
来
微
増
を
続
け
て
い
る
。
一
九
八
九
年
に
は
刑
法
犯
が
一
〇
〇

万
件
を
突
破
し
た
。
罪
種
別
の
構
成
比
に
大
き
い
変
化
は
な
い
。
僅
か
に

薬
物
犯
罪
の
減
少
と
盗
犯
の
増
加
の
傾
向
が
窺
わ
れ
る
が
、
そ
の
程
度
は

僅
か
で
あ
る
．
地
域
変
動
で
は
各
州
と
も
概
ね
増
加
の
傾
向
に
あ
る
が
、

一
部
の
州
で
犯
罪
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
原
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

は
詐
欺
の
増
加
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
人
身
犯
は
四
〇
、
六
九
〇
件
で
前
年
比
二
・
五
％
の
増
加
で
あ
る
。
死

　
（
9
）

亡
事
件
が
別
記
さ
れ
、
二
二
件
あ
る
。
傷
害
事
件
の
う
ち
家
屋
内
の
事

件
が
五
〇
％
余
で
あ
る
。
家
族
間
の
傷
害
事
件
が
五
分
の
一
と
推
定
さ
れ

て
い
る
．
人
身
犯
は
一
九
五
〇
年
以
来
増
加
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
主
要

な
原
因
は
加
害
者
、
被
害
者
双
方
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
か
ら
ん
で
い
る
が
、

反
面
酩
酊
か
ら
人
身
犯
に
至
る
の
は
極
め
て
少
な
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
消

費
量
だ
け
で
増
加
を
説
明
で
き
な
い
．

　
性
犯
罪
は
五
、
二
四
六
件
で
前
年
比
六
％
の
増
加
で
あ
る
。
器
首
①
年

　
　
（
L
Q
）

。
坤
。
鼠
包
Φ
か
ら
露
出
行
為
が
独
立
し
て
構
成
比
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。

露
出
行
為
は
全
体
に
減
少
し
、
強
姦
の
比
率
が
増
加
（
数
は
減
少
）
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
児
童
に
対
す
る
性
犯
罪
は
大
部
分
。・
o
首
亀
ざ
守
①
鼠
邑
①

に
属
す
る
。
個
別
の
性
犯
罪
の
傾
向
は
児
童
に
対
す
る
も
の
の
増
加
が
目

　
　
　
（
1
1
）

だ
っ
て
い
る
。

　
性
犯
罪
被
害
者
の
届
出
傾
向
に
関
連
し
て
、
報
告
は
、
一
九
六
〇
年
代

以
降
の
性
に
対
す
る
態
度
と
性
犯
罪
立
法
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

女
性
運
動
と
の
関
わ
り
で
、
例
え
ば
強
姦
の
定
義
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

述
べ
ら
れ
て
い
る
．
家
屋
内
強
姦
の
増
加
を
示
す
図
が
あ
る
。

　
強
盗
は
五
．
九
六
七
件
で
前
年
比
一
五
％
の
増
加
で
あ
る
。
銀
行
強
盗
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と
タ
ク
シ
ー
強
盗
の
増
加
が
著
し
い
。
数
が
多
い
の
は
そ
の
他
の
強
盗
と

商
店
強
盗
で
、
対
人
強
盗
は
そ
の
他
の
強
盗
の
中
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。

　
侵
入
盗
は
一
五
四
、
〇
三
〇
件
で
、
前
年
比
一
二
％
の
増
加
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
に
一
時
減
少
し
た
が
、
一
九
八
九
年
よ
り
再
び
増
加
に
転
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
〔
皿
）

て
い
る
。
記
述
は
、
地
下
室
等
、
住
宅
、
公
的
施
設
、
半
公
的
施
設
、
及

び
、
そ
の
他
の
場
所
へ
の
侵
入
盗
に
分
け
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

年
次
変
化
、
暗
数
、
行
為
者
の
特
徴
な
ど
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
侵
入
盗
の
構
成
比
は
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
。

　
自
動
車
窃
盗
は
七
五
、
五
一
二
件
、
内
既
遂
が
約
五
一
、
○
○
○
件
、

未
遂
が
約
二
四
、
○
O
O
件
で
、
前
年
比
既
遂
が
七
％
、
未
遂
が
一
五
％

の
そ
れ
ぞ
れ
増
加
で
あ
る
。
一
九
八
○
年
代
に
急
激
に
増
加
し
た
犯
罪
で

あ
り
、
そ
の
原
因
を
著
者
は
、
自
動
車
窃
盗
の
動
機
を
も
つ
者
の
増
加
に

帰
し
、
そ
の
理
由
を
発
覚
率
の
減
少
、
重
大
さ
の
減
少
、
仮
釈
放
条
件
の

短
縮
、
一
般
的
な
犯
罪
増
勢
の
影
響
、
伝
染
的
な
広
が
り
に
求
め
て
い
る
。

　
詐
欺
は
一
〇
六
、
六
九
九
件
で
、
前
年
比
一
六
％
の
増
加
で
あ
る
．
こ

こ
に
は
粧
物
罪
も
含
ま
れ
る
。
小
切
手
詐
欺
、
無
銭
飲
食
等
、
カ
ー
ド
詐

欺
、
鮭
物
、
保
険
金
詐
欺
、
個
人
口
座
詐
欺
、
及
び
、
そ
の
他
の
詐
欺
に

分
け
て
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
器
物
損
壊
は
九
六
、
九
六
三
件
で
、
前
年
比
四
％
の
増
加
で
あ
る
。
対

　
　
　
　
（
1
5
）

自
動
車
、
弄
火
、
テ
ー
タ
破
壊
、
対
国
・
公
共
団
体
、
そ
の
他
、
不
法
通

行
に
分
け
ら
れ
る
。
大
都
市
を
含
む
州
で
の
増
加
が
よ
り
激
し
い
。
こ
の

傾
向
は
、
大
都
市
を
含
む
州
で
特
に
著
し
い
。
暗
数
は
、
国
・
公
共
団
体

に
対
す
る
も
の
で
最
大
だ
と
さ
れ
る
．
届
出
傾
向
、
行
為
者
、
原
因
に
つ

　　第2図　交通取締，交通犯罪，交通事故の際の

　　　　　　アルコール血中濃度の平均

パーミリ
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217刀　　　　　　　ロ女
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0
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い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
薬
物
犯
罪
は
二
六
、
五
一
七
件
で
、
前
年
比
二
輯
％
の
減
少
で
あ
る
．

統
計
は
、
警
察
の
取
締
活
動
の
反
映
で
、
実
体
を
示
す
も
の
で
な
く
、
年

ご
と
の
変
動
も
大
き
い
。
刑
罰
は
重
い
が
、
単
な
る
自
己
使
用
の
場
合
は

罰
金
で
あ
る
．
重
大
な
薬
物
犯
罪
は
減
少
し
て
い
る
と
さ
れ
る
．
一
五
～

二
四
歳
の
青
少
年
の
比
率
は
二
七
％
、
女
性
の
比
率
は
一
四
％
で
あ
る
。

矯
正
保
護
施
設
内
で
の
薬
物
乱
用
者
の
比
率
は
二
四
・
二
％
、
ア
ル
コ
1

ル
乱
用
者
の
比
率
は
二
二
・
八
％
、
混
合
乱
用
者
の
比
率
は
一
四
・
六
％
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で
あ
る
。
薬
物
担
当
警
察
官
の
数
は
増
強
さ
れ
て
い
る
。

　
飲
酒
運
転
犯
罪
は
二
五
、
五
〇
八
件
で
、
前
年
比
二
・
五
％
の
減
少
で

あ
る
。
飲
酒
運
転
に
関
す
る
法
規
定
の
改
正
経
過
が
述
べ
ら
れ
、
一
九
九

〇
年
の
法
改
正
で
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
の
要
件
が
O
．
五
パ
ー
、
・
・
り
か

ら
O
・
二
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
免
許
の
取
消
し
の
条
件
が
厳
し
く
な
り
、

酒
気
帯
運
転
の
用
語
が
消
え
、
酩
酊
運
転
と
重
大
な
酩
酊
運
転
の
二
類
型

　
　
（
1
6
）

に
な
っ
た
。
行
為
者
中
女
性
の
比
率
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
青

年
層
の
比
率
が
最
大
で
あ
る
。
二
七
・
五
％
は
拘
禁
に
付
さ
れ
て
い
る
。

　
交
通
事
故
と
の
関
係
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
と
関
係
の
あ
っ
た
も
の
は
五
％

第2表　届出事件（1990）と解決率（1990，1980）

犯罪類型　　届出事件　解決率（％）解決率（％）

　　　　　　　（1990）　　（1990）　　（1980）

謀殺・故殺
傷害致死　　　　　603　　　67　　　　76

傷害　　40，690　50　　63
強姦　　 1，410　39　　52
自動車盗　　　　75，712　　　12　　　　27
自転車盗　　　　106，672　　　　2　　　　　2

住居侵入

（住宅）　　　　22，446　　　8　　　　13

（地下室等）　　22，911　　　4　　　　　8

車上狙　　　　157，626　　　5　　　　　7

強盗　　 5，967　19　　29
詐欺　　106，699　59　　59
器物損壊　　　　96，963　　　17　　　　24

酩酊運転　　　　25，508　　　81　　　　89

薬物犯罪　　　　26，517　　　91　　　　90

刑法犯総数　1，076，289　　　23　　　　28

全犯罪　　　1，218，820　　　30　　　　38

Rapport1991：6，p．119，Tab・13。

で
大
部
分
の
交
通
事
故
は
無
関
係
で
あ
る
。
事
故
者
の
年
齢
は
、
二
〇
歳

か
ら
四
四
歳
ま
で
が
山
に
な
っ
て
い
る
。
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
者

の
場
合
の
ア
ル
コ
ー
ル
血
中
濃
度
の
分
布
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ニ
パ
ー
ミ

リ
に
近
い
濃
度
が
示
さ
れ
て
い
る
（
第
二
図
）
。

　
司
法
処
理
の
流
れ
は
事
件
の
解
決
か
ら
始
ま
る
．
上
記
の
各
犯
罪
ご
と

の
解
決
率
は
第
二
表
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
被
疑
者
の
一
七
％
は
女

性
で
あ
り
、
二
〇
％
は
外
国
人
で
あ
る
．
こ
の
比
率
は
一
九
八
○
年
代
と

比
較
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
人
口
比
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
四
倍

に
な
っ
て
い
る
。
年
齢
分
布
は
第
三
表
の
通
り
で
あ
る
．
少
年
の
比
率
は

ほ
ぽ
一
定
し
て
お
り
、
一
五
～
一
九
歳
の
者
が
全
体
の
三
分
の
一
強
で
あ

る
。
窃
盗
犯
が
最
も
多
い
。
三
〇
歳
以
上
で
は
人
身
犯
、
性
犯
罪
が
大
部

分
を
占
め
る
。
犯
罪
関
与
数
は
、
一
が
六
一
％
、
五
一
以
上
が
○
・
四
％
、

こ
の
後
者
が
全
犯
罪
の
二
一
丁
七
％
に
関
与
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
）

　
処
分
を
受
け
た
者
は
約
一
六
七
、
O
O
O
人
で
あ
り
、
略
式
命
令
が
四

　第3表　被疑者の年齢別と
　　　　人口比（千人当り）

年　齢　被疑者の数　人口比

　15－19　19，469　34．6
　20－24　　　　18，601　　　31．0

　25－29　15，196　24．7
　30－34　　　　12，069　　　20．9

　35－39　　9，982　17．1

　40－44　　8，452　12．9

　45－49　　6，386　10．4

　50－54　　3，798　8．1

　55－59　　2，422　5．8

　60－　　4，470　2．3

合計　100，845　14．2

Rapport1991：6，p。121，Tab．14
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第4表受刑者の罪名別
　　　　（1990．10．01現在）

罪名　　　人員　　％

謀殺・故殺　　　122　　3

重傷害　　　　　183　　4

強姦　　　　145　　3
他の対人犯罪　　522　12

重窃盗　　　　337　　7

強盗　　　　　280　　6
他の財産犯罪　　748　17

薬物犯罪　　　　657　　15

酪酊運転　　　　474　　11

重い密輸犯罪　　　97　　2

租税犯罪　　　　　25　く1

その他の犯罪　　873　　20

総数　　4，463100
Rapport1991二6，p．130，Tab17．

八
％
、
起
訴
放
棄
が
一
〇
％
、
判
決
を
受
け
た
老
が
四
二
％
で
あ
る
。
判

決
の
う
ち
罰
金
が
四
四
％
，
拘
禁
が
二
二
％
、
条
件
付
判
決
が
一
八
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

保
護
観
察
が
一
〇
％
で
あ
る
。
ま
た
．
一
九
九
〇
年
一
〇
月
一
日
現
在
の

受
刑
者
数
は
四
、
四
六
三
人
で
あ
る
（
第
四
表
）
。

V
　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
州
に
お
け
る
一
二
条
保
護
の

　
追
跡
d
箸
ま
一
甘
ぽ
の
摯
留
甲
轟
三
書
一
幹
o
－

　
爵
げ
o
一
目
ω
一
ぎ
鴇
U
①
一
一
1
ω
（
即
く
脳
霞
黛
留
導
Φ
o
ざ
）

本
報
告
書
は
左
記
の
三
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。

ω
　
U
①
マ
碧
冨
詳
一
」
8
0
（
第
琳
部
）

③
　
U
o
一
寅
箸
o
旨
ド
．
．
q
お
島
o
ヨ
魯
§
騨
忌
ぎ
の
菖
葺
鉱
g
霞
鍔
、
．
一
8
一

　
（
第
二
部
、
施
設
の
少
年
た
ち
）

⑬
　
U
母
巷
零
詳
辞
．
、
O
ー
ヨ
ぎ
＆
霞
鶏
箸
塗
甘
日
幹
．
．
一
〇
〇
一
（
第
三
部
、

　
　
六
ヵ
月
後
の
追
跡
）

　
サ
ル
ネ
ッ
キ
の
調
査
は
、

　
一
、
一
二
条
ホ
ー
ム
ヘ
の
収
容
を
求
め
て
く
る
少
年
の
数
と
問
題
を
記

述
し
、

　
二
、
ど
の
程
度
ま
で
ラ
ソ
ヅ
テ
ィ
ン
グ
が
保
護
を
提
供
し
た
か
を
調
査

し
、　

三
、
二
一
条
ホ
ー
ム
の
保
護
を
用
意
さ
れ
な
か
っ
た
少
年
を
描
き
出
し
．

　
四
、
二
一
条
ホ
ー
ム
の
保
護
の
対
象
と
な
っ
た
少
年
の
間
題
を
記
述
し
、

　
五
、
一
二
条
ホ
ー
ム
収
容
中
及
び
そ
の
後
の
処
遇
活
動
を
追
跡
し
、

　
六
、
一
二
条
ホ
ー
ム
収
容
と
結
合
し
て
作
成
さ
れ
た
保
護
計
画
の
実
現

に
ど
の
程
度
社
会
が
成
功
し
た
か
を
調
査
し
、

　
七
、
一
二
条
ホ
ー
ム
の
保
護
を
得
ら
れ
た
老
と
得
ら
れ
な
か
っ
た
老
の

発
達
を
二
五
歳
ま
で
追
跡
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
．

　
そ
し
て
そ
の
た
め
に
下
記
の
三
種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ

た
。　

一
、
一
二
条
ホ
ー
ム
ヘ
の
収
容
申
請
の
度
ご
と
に
社
会
サ
ー
ビ
ス
職
員

が
回
答
す
る
も
の
。

　
二
、
少
年
が
噌
二
条
ホ
ー
ム
ヘ
収
容
さ
れ
た
時
ご
と
に
そ
の
少
年
に
つ

い
て
作
成
さ
れ
る
も
の
。

　
三
、
調
査
対
象
施
設
に
収
容
さ
れ
た
少
年
に
つ
い
て
、
施
設
及
び
社
会

サ
ー
ピ
ス
機
関
が
回
答
す
る
も
の
．

　
こ
の
調
査
の
対
象
に
な
っ
た
一
二
条
ホ
ー
ム
は
五
箇
所
で
、
い
ず
れ
も

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
州
の
少
年
を
受
け
入
れ
て
い
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
州
所
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属
の
施
設
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
施
設
の
名
称
は
ベ
ル
ビ
ィ
、
ハ
マ
ル
ゴ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

デ
ソ
．
レ
ヴ
ス
タ
、
フ
ロ
サ
ル
ブ
ー
、
五
”
群
で
あ
る
．

　
サ
ル
ネ
ッ
キ
の
調
査
に
は
以
上
の
他
に
ド
レ
フ
ヴ
ィ
ー
ケ
ン
が
含
ま
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
各
社
会
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
申
請
に
対
す
る
緊
急
の
数

日
間
の
一
時
保
護
所
で
あ
り
、
原
則
的
に
は
使
用
さ
れ
な
い
養
護
施
設
で

あ
る
。

　
ま
ず
、
報
告
書
の
第
一
部
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

　
一
九
九
〇
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
間
に
申
請
の
あ

っ
た
七
〇
五
件
の
処
理
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
収
容
が
承
認
さ
れ
た

も
の
二
九
％
、
待
機
さ
せ
ら
れ
た
も
の
三
一
％
．
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
も

の
三
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
男
子
が
申
請
全
体
の
一
五
％
で
、
女
子
よ
り

男
子
の
方
が
申
請
の
承
認
獲
得
が
容
易
で
あ
る
。
申
請
件
数
二
六
四
の
う

ち
外
国
籍
の
背
景
を
も
つ
者
は
九
四
人
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
は
著
者
に
よ
れ
ぽ
予
備
的
な
も
の
で
、
本
調
査
が
必
要
と
さ

れ
る
が
、
犯
罪
・
乱
用
を
含
む
重
い
障
害
を
も
っ
た
少
年
向
け
の
施
設
定

員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
結
論
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。
調
査
に
基

づ
く
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
が
，
何
よ
り
も
収
容
定
員
の
大
幅
な
増
加
が

必
要
だ
と
さ
れ
る
。

　
報
告
書
の
第
二
部
は
前
述
の
二
番
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ヘ
の
回
答
を
中
心

に
一
九
九
〇
年
一
年
間
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
州
内
の
上
記
六
施
設
に
収
容
を

継
続
中
の
少
年
一
五
二
人
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
．

　
調
査
対
象
少
年
一
五
二
人
の
施
設
別
内
訳
は
第
五
表
の
通
り
で
あ
る
．

こ
の
中
か
ら
逃
走
、
措
置
解
除
な
ど
の
理
由
で
調
査
が
中
断
さ
れ
た
も
の

第5表施設ごとの少年の数

施設名　　　　　人数％

ベルビィ　　　　　3322
5一群　　　　　　　10　7

ハマルゴルデン　　　4026

レヴスタ　　　　　　16　11

フロサルブー　　　　5　3

ドレフヴィーケン　　4831

Delrapport2，p4．

送
致
の
時
に
生
活
し
て
い
た
場
所
は
半
数
が
自
分
の
家
庭
で
、

々
な
施
設
か
ら
現
在
の
施
設
に
移
送
さ
れ
て
来
て
い
る
。

　
第
六
表
は
送
致
事
由
の
具
体
的
内
容
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の

項
目
が
重
複
記
載
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
収
容
者
の
四
七
％
は

粗
暴
犯
罪
（
傷
害
、
暴
行
、
脅
迫
、
強
盗
）
で
収
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
含
め
て
犯
罪
を
事
由
と
す
る
者
が
七
二
％
に
な
る
。
収
容
事
由
に
犯
罪

か
薬
物
乱
用
か
を
含
ま
な
い
少
年
は
一
二
％
に
す
ぎ
な
い
．
一
二
条
ホ
；

が
三
四
人
出
て
い
る
。

　
こ
の
一
五
二
人
の
年
齢
は

二
一
歳
以
上
二
〇
歳
以
下
で
．

平
均
年
齢
は
一
七
歳
、
フ
・

サ
ル
ブ
ー
の
年
長
施
設
で
は

幅
九
歳
で
あ
り
．
年
少
施
設

の
レ
ヴ
ス
タ
の
平
均
年
齢
は

一
五
歳
で
あ
る
。
ま
た
女
子

は
二
五
人
で
一
九
％
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
あ
と
は
様

　第6表　送致事由

事　由　　　　　％

窃盗・軽窃盗　　53

器物損壊　　　　17

脅　迫　　　　　22

暴行・傷害　　42

強　盗　　　　　15

その他の犯罪　　12

家出・浮浪　　　31

アルコール乱用　23

薬物乱用　　　　32

家庭内問題　　　5

家庭内暴力　　　35

（以下編略）

Delrapport2，p．13。
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　　　　　第7表少年の申告による犯罪の数（％）

犯罪の数　　　　0　1　2　3－56－10　11－50　51一合計

小窃盗・軽窃盗　3316　3　　9　　9　　14　16　100
侵入盗（倉庫等）　71　7　4　　10　　4　　　2　　2　100

侵入盗（商店等）　55　12　8　　9　　5　　　9　　2　100

車上狙　　　　　5212　6　12　　9　　　8　　3　100

強盗　　8570　4　1　3　0100
暴行　　　4722　9　10　3　　8　1　100
傷害　　　60216　5　5　　4　0　100
器物損壊　　　　6114　7　　6　　4　　　8　　0　100

違法運転　　　　82　9　0　　4　　0　　　3　　1　100

N＝104．Delrapport2，p．15，Tab．1．

（原注、少年の9％は犯罪をしていないと申告。）

ム
に
関
し
て
は
九
％
で
あ
り
、
男
子
で
は
五
％
と
な
る
。
犯
罪
が
収
容
事

由
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
養
護
施
設
で
あ
る
ド
レ
フ

ヴ
ィ
ー
ケ
ン
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。
送
致
事
由
に
は
男
女
差
が
認
め

ら
れ
、
男
子
の
場
合
に
は
犯
罪
が
主
で
あ
る
が
、
女
子
の
場
合
は
家
出
・

浮
浪
（
女
子
の
六
一
％
は
こ
の
事
由
）
が
主
で
、
第
二
位
は
ア
ル
コ
ー
ル

で
あ
る
．

　
更
に
、
自
己
申
告
に
よ
り
少
年
の
犯
罪
を
調
査
し
た
結
果
が
表
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
（
第
七
表
）
．
こ
れ
か
ら
二
一
条
ホ
ー
ム
の
対
象
者
の
犯

罪
性
の
大
ぎ
さ
が
明
確
に
な
る
。
し
か
し
、
特
定
の
犯
罪
へ
の
専
門
化
の

傾
向
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
少
年
が
多
様
な
犯
罪
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
乱
用
を
収
容
事
由
に
含
む
者
は
三
四
人
、

二
三
％
、
薬
物
乱
用
を
収
容
事
由
と
す
る
者
は
四
七
人
、
三
二
％
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
経
験
者
は
多
い
も
の
の
中
毒
者
は
い
な
い
。

　
健
康
状
態
は
概
ね
良
好
で
あ
る
。
少
年
の
八
咽
％
は
良
好
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
情
緒
障
害
の
あ
る
者
の
比
率
は
二
八
％
で
や
や
高
い
。
ま

た
一
四
人
（
叫
○
％
）
は
過
去
に
性
的
暴
力
の
被
害
者
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
一
四
人
の
う
ち
一
〇
人
は
女
子
で
あ
る
．
そ
の
比
率
は
三
二
％
に
な

る
．
売
春
を
し
て
い
た
者
は
い
な
い
が
、
性
的
問
題
が
明
ら
か
に
認
め
ら

れ
る
。
知
能
は
ほ
ぼ
普
通
域
に
あ
る
。

　
学
校
内
問
題
を
収
容
事
由
に
含
む
者
は
二
五
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
を
唯
一
の
事
由
と
す
る
老
は
一
人
も
い
な
い
。
あ
る
科
目
で
成
績
の
悪

い
者
は
他
の
科
目
で
も
成
績
が
悪
く
、
全
体
と
し
て
学
校
不
適
応
に
陥
っ

て
い
る
。
収
容
時
の
学
校
と
の
関
わ
り
は
、
四
七
％
が
通
常
の
ク
ラ
ス
に

在
籍
（
但
し
、
そ
の
三
八
％
は
特
殊
学
級
）
、
二
％
が
学
校
ホ
ー
ム
、

二
一
％
が
勤
労
少
年
、
一
五
％
が
卒
業
後
無
為
の
生
活
、
と
な
っ
て
い
る
。

校
内
問
題
の
な
か
っ
た
者
は
一
四
％
だ
け
で
あ
る
。
校
内
問
題
の
内
容
は

第
八
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
国
籍
の
関
係
で
は
父
母
と
も
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
者
は
四
六
％
、
父

母
と
も
に
外
国
人
の
者
は
三
九
％
、
父
親
が
外
国
人
の
者
｝
一
％
、
母
親
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が
外
国
人
の
者
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
収
容
少
年
の
生
活
歴
か
ら
成
長
期
の
両
親
と
の
関
係
を
み
る
と
、
そ
の

間
両
親
と
と
も
に
生
活
し
て
い
た
の
は
二
六
％
で
、
四
分
の
三
は
少
な
く

と
も
実
父
母
の
ど
ち
ら
か
を
欠
い
た
幼
・
少
年
期
を
送
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
少
年
の
非
行
原
因
と
し
て
の
家
庭
崩
壊
の
仮
説
を
支
持
す
る
も
の
で
あ

る
．
少
年
の
一
〇
％
は
父
親
と
、
五
％
は
母
親
と
そ
れ
ぞ
れ
死
別
し
て
い

る
．
生
育
期
に
実
母
と
と
も
に
生
活
し
て
い
た
者
は
五
九
％
、
父
親
と
と

も
に
生
活
し
て
い
た
者
は
二
九
％
で
あ
る
。
ま
た
、
収
容
少
年
の
三
分
の

一
は
母
親
に
社
会
的
・
精
神
的
問
題
が
あ
り
、
二
分
の
一
は
父
親
に
社
会

的
・
精
神
的
問
題
が
あ
る
．
両
親
双
方
に
社
会
的
・
精
神
的
問
題
の
あ
る

者
は
六
〇
％
に
達
す
る
．
そ
し
て
、
六
三
％
の
老
は
両
親
と
の
肯
定
的
な

関
係
を
保
っ
て
い
な
い
。
し
つ
け
の
面
で
は
「
甘
い
母
親
と
権
威
的
な
父

親
」
と
い
う
の
が
収
容
少
年
一
般
の
印
象
で
あ
る
．
両
親
の
し
つ
け
の
方

法
に
つ
い
て
は
第
九
表
に
示
さ
れ
る
．
こ
れ
と
日
本
の
統
計
と
を
比
較
す

る
こ
と
は
用
語
の
相
違
か
ら
困
難
で
あ
る
．
た
だ
、
不
明
（
調
査
不
能
）

　第8表学校内の問題

問題　　　　　実数％

登校拒否　　　　　72　68

馬蚤力｛しい　　　　　 39　36

粗暴　　　　　　1110
いじめ（加害）　　　9　8

いじめ（被害）　　　17　16

読み書きの障害　　1615

その他　　　　　3129

Dclrapport2，p．23．

を
除
い
て
比
率
を
計
算
す
る
と
、
放
任
が
日
本
に
多
く
、
気
ま
ぐ
れ
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
少
年
の
行
動
へ
の
規
制
能
力

の
あ
る
父
親
は
三
四
％
、
母
親
は
四
五
％
で
あ
る
．
両
親
の
大
部
分
は
少

年
の
問
題
を
理
解
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
収
容
少
年
の
価
値
観
は
意
外
に
社
会
的
で
、
犯
罪
的
な
価
値
観
を
も
っ

て
い
る
者
は
三
七
％
で
あ
っ
た
。

　
少
年
の
予
後
に
関
し
て
は
、
少
年
の
も
っ
て
い
る
「
関
係
障
害
」
、
「
若

年
の
者
の
環
境
の
障
害
」
及
び
「
少
年
の
逸
脱
行
動
」
が
決
定
的
で
あ
り
、

こ
の
処
理
の
成
否
に
よ
っ
て
予
後
は
決
る
と
さ
れ
て
い
る
．
そ
し
て
．

「
関
係
障
害
」
で
は
父
母
と
の
関
係
に
、
「
環
境
」
で
は
不
良
交
友
に
、
そ

し
て
、
「
逸
脱
行
動
」
で
は
一
般
的
な
犯
罪
性
に
処
遇
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

お
く
べ
ぎ
で
あ
る
と
さ
れ
る
．
将
来
の
予
測
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
判
断
さ
れ

る
者
は
四
二
％
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
と
判
断
さ
れ
る
老
は
一
三
％
、
そ
し
て
将

来
が
疑
問
視
さ
れ
る
の
が
四
五
％
で
あ
る
。
約
六
割
は
将
来
を
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
．
予
測
が
他
の
者
よ
り
よ
い
と
判
断
さ
れ
る
者
は
下
記
の
条
件
を

第9表　両親のしつけの
　　　主要な方法（％）

しつけ　　　母親　父親

権威的　　　7　16
民主的　　　　7　　6

マイルド　　25　　8

放任的　　　22　　9

きまぐれ，　　18　　11

調査不充分　　21　50

合計　 100100

Delrapport2，p，35．
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備
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
条
件
は
女
子
で
も
男
子
で
も
同
じ
で
あ
る
．

　
一
、
価
値
観
が
遵
法
的

　
二
、
情
緒
障
害
の
不
存
在

　
三
、
家
族
が
離
散
し
て
い
な
い

　
四
、
収
容
歴
の
数

　
五
、
母
親
の
行
動
規
制
能
力

　
著
者
は
結
語
の
中
で
、
調
査
対
象
に
は
負
因
の
極
端
に
大
き
い
小
グ
ル

ー
プ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
女
子
は
多
く
の
点
で
調
査
さ
れ

た
男
子
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
女
子
は
任
意
措
置
で
収
容
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
女
子
の
措
置
決
定
の
事
由
の
中
に
は
犯
罪
が
目
だ
っ
て
少
な
い
。

そ
の
反
面
、
逃
走
（
家
出
）
及
び
浮
浪
が
女
子
で
は
一
般
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
売
春
で
措
置
決
定
さ
れ
た
女
子
は
一
人
も
い
な
い
し
、
調
査
結
果

か
ら
女
子
が
売
春
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　
男
子
と
異
な
っ
た
女
子
の
一
般
的
な
も
う
ひ
と
つ
の
収
容
原
因
は
ア
ル

コ
ー
ル
の
乱
用
、
不
適
当
な
環
境
、
及
び
自
殺
未
遂
で
あ
る
．
反
面
、
女

子
は
男
子
ほ
ど
強
い
精
神
的
な
問
題
を
示
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
調
査
で
説
明
さ
れ
て
い
る
結
果
か
ら
女
子
は
男
子
よ
り
も
不
適
応

が
強
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
乱
用
し
て
い
る
両
親
、
特
に
母
親
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
女
子
は
男
子
よ
り
も
自
分
の
両
親
と
強
い
葛
藤
を

経
験
し
て
い
る
。

　
更
に
、
女
子
の
学
校
内
の
問
題
は
男
子
よ
り
も
強
く
登
校
拒
否
と
し
て

表
れ
る
。
反
面
、
女
子
の
知
能
、
学
力
に
は
何
ら
の
欠
陥
も
認
め
ら
れ
な

い
。
こ
れ
ら
の
変
数
か
ら
み
て
、
女
子
は
男
子
よ
り
も
問
題
解
決
力
が
優

れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
．

　
次
ぎ
に
、
外
国
籍
を
背
景
と
す
る
少
年
は
平
均
し
て
年
少
で
あ
る
。
こ

の
群
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
人
に
比
べ
て
男
子
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
男
子
は

犯
罪
性
が
大
き
く
、
特
に
強
盗
の
割
合
が
大
き
い
。
反
面
、
こ
れ
ら
の
少

年
が
不
適
当
な
環
境
を
事
由
に
措
置
決
定
さ
れ
る
の
は
稀
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
家
庭
の
問
題
は
．
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
場
合
に
比
べ
て
、
父

親
が
少
年
に
か
ま
け
る
こ
と
が
な
く
、
少
年
の
状
況
を
改
善
す
る
資
源
と

な
ら
な
い
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
外
国
人
の
少
年
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
人
よ
り
も
大
き
い
学
校
内
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
．
学
力
も
劣
っ

て
い
る
。

　
第
三
部
で
は
、
収
容
少
年
の
退
院
後
六
ヵ
月
目
の
予
後
が
調
査
さ
れ
て

い
る
。
六
七
％
が
再
犯
し
て
い
る
。

〔
「
概
観
」
は
拙
著
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
犯
罪
防
止
委
員
会
報
告
書
概
観
（
一
九
八
一

　
年
～
一
九
八
七
年
）
、
慶
懸
通
信
、
平
成
元
年
」
を
指
し
、
「
概
観
（
年
度
）
」

　
は
、
そ
の
後
に
法
学
研
究
に
掲
載
し
た
同
名
の
資
料
を
指
す
．
〕

（
1
）
　
こ
こ
に
掲
げ
た
も
の
の
他
筆
者
の
も
と
に
届
い
て
い
な
い
が
、
左
記
の
報

　
告
書
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　の涛o

鄭
＝
〈
器
琶
o
畠
耳
9
“
”
碧
b
o
旨
一
〇
〇
一
”
ω
一
（
”
〈
ピ
程
m
U
o
目
ヨ
曾
卸

α
ヨ
）

　
O
即
d
肩
甲
。
甘
算
9
一
≦
菩
ざ
く
飾
昌
塁
邑
器
ぼ
良
畦
Φ
1
曾
暮
毒
民
⑪
－

　
『
置
α
q
ー
’
図
即
琶
o
嵩
一
8
一
”
“
”
（
薯
も
導
＞
包
げ
Φ
夷
）

（
2
）
　
最
近
に
お
け
る
こ
の
種
事
件
の
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
（
閃
碧
實
昌

　
一
〇
〇
一
“
9
マ
ω
O
庸
●
）

（
3
）
　
「
概
観
（
一
九
八
八
ご
、
法
学
研
究
六
四
巻
三
号
七
二
頁
以
下
。
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（
4
）
　
被
害
者
学
研
究
第
二
号
に
掲
載
の
予
定
。
［
補
注
1
］

（
5
）
　
「
概
観
」
、
一
六
四
頁
以
下
参
照
。
関
連
す
る
報
告
書
は
左
記
の
通
り
。

甲
。
菖
。
畠
鋒
籔
匿
①
吋
窮
。
一
ぴ
周
。
詳
一
¢
声
駐
巨
一
軸
3
（
閑
騨
薯
。
旨
一
〇
〇
9
㎝
）

9
冒
Φ
暫
区
竃
①
器
霞
①
。
轟
即
ぎ
馨
9
冒
①
ぎ
夢
①
9
蔓
（
勾
8
。
詳
一
〇
8
”

　
q
）
噛
甲
。
詳
。
昌
・
寅
駐
邑
一
」
α
（
切
碧
冨
答
お
o
。
S
ω
）
等
。

（
6
）
　
ア
ソ
ケ
ー
ト
の
全
文
は
、
国
呂
冨
旨
一
〇
8
”
9
0
質
鱒
8
山
器
6
に
載
せ
ら

　
れ
て
い
る
。
「
概
観
、
（
一
九
九
〇
年
）
」
、
法
学
研
究
六
五
巻
七
号
八
五
頁
参
照
。

（
7
）
　
八
地
域
の
個
別
比
較
の
紹
介
は
省
略
す
る
。

（
8
）
　
閃
騨
署
o
旨
一
8
一
”
9
箸
’
曽
崩
。

（
9
）
　
謀
殺
、
故
殺
の
既
遂
及
び
傷
害
致
死
を
い
う
。

（
1
0
）
　
こ
の
訳
語
は
狽
褻
行
為
と
し
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
犯
罪
心

　
理
学
研
究
二
八
巻
二
号
五
四
頁
参
照
）
。

ハ　　ハ　　パ　　パ　　ハ
15　14　13　12　11
）　　）　　）　　）　　）

　
器
物
損
壊
と
さ
れ
る
（
図
騨
薯
o
旨
お
2
“

　
類
基
準
が

（
1
6
）

（
1
7
）

（
18
）

（
1
9
）

　
豊
。
ヨ
鴇
①
舅
ヨ
①
づ
．
｝
ω
8
。
穿
。
ぎ
ω
一
ぎ
一
導
駐
江
夷
」
O
O
一
も
戸

　
レ
ヴ
ス
タ
見
学
の
折
h
に
ク
ラ
エ
ソ
ン
所
長
よ
り
恵
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
）

　
な
お
、
「
概
観
」
一
四
二
頁
以
下
参
照
。
［
補
注
2
］

即
避
弓
o
詳
一
〇
〇
一
”
9
マ
ω
9
円
魯
げ
。
直
陶
㍗
腿
ρ
密
㎎
●
O
。
や

一
げ
一
山
‘
マ
ω
oo
℃
雲
α
q
。
中

映
画
館
、
劇
場
等
。

事
務
所
、
工
場
、
倉
庫
等
。

人
命
に
無
関
係
で
物
損
の
被
害
額
が
一
万
ク
ロ
ー
ネ
以
下
で
あ
る
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
マ
O
o
①
鑑
）
。
な
お
、
火
事
の
分

　
　
一
玄
負
マ
0
9
目
ぎ
，
一
〇
〇
に
示
さ
れ
て
い
る
。

乞
目
h
囚
＜
o
一
刈
o
o
｝
2
り
。
ど
ワ
親
o
h
●

交
通
事
件
が
三
分
の
二
を
占
め
る
。
（
閃
鱒
箸
。
詳
一
8
け
9
マ
旨
“
’
）

切
呂
冨
旨
お
〇
一
一
ρ
P
旨
S
男
凝
。
㎝
9

0
ヨ
。
・
胃
o
鴨
づ
魑
ヨ
区
窪
℃
Z
三
　
d
区
霞
留
旨
彗
費
鼠
犀
げ
鋒
玲
出
盆
目
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
資
料
は
、

☆
閃
轟
》
胃
。
冨
（
一
九
九
一
年
）
内
容
一
覧
［
本
年
は
四
号
ま
で
］
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じ
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